
35 『曾禰好忠集』所収「好忠百首」の本文異同について

平
安
時
代
中
期
の
歌
人
、
曾
禰
好
忠
の
家
集
『
曾
禰
好
忠
集
』（
以
下
『
好

忠
集
』
と
す
る
）
は
、
百
首
歌
と
い
う
形
式
の
創
始
で
あ
る
「
好
忠
百
首
」
と
、

こ
れ
へ
の
返
歌
と
い
う
「
順
百
首
」
を
構
成
要
素
と
し
て
持
つ
。「
好
忠
百
首
」

は
好
忠
の
作
で
あ
る
が
、「
順
百
首
」
は
源
順
の
作
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二

つ
の
百
首
歌
は
内
部
構
成
を
ほ
ぼ
同
じ
く
し
、
全
体
と
し
て
贈
答
と
み
ら
れ
る

た
め
、
成
立
時
期
も
隔
た
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
好
忠
百
首
」
と
「
順
百
首
」
と
に
つ
い
て
、『
好
忠
集
』
の
主
要
伝
本
で
あ

る
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
三
種
「
天
理
本
」「
書
陵
部
本
」「
資
経
本
」
に
お
け
る

本
文
異
同
を
検
討
し
た
。
す
る
と
、
異
文
の
出
現
数
や
伝
本
ご
と
の
傾
向
に
大

き
な
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
好
忠
百
首
」
や
「
順
百
首
」
と

い
う
『
好
忠
集
』
の
部
分
ご
と
に
み
る
と
、
本
文
の
性
格
が
均
質
で
は
な
い
こ

と
を
想
像
さ
せ
る
。
現
存
『
好
忠
集
』
に
ま
と
め
ら
れ
る
ま
で
の
流
布
や
伝
来

の
事
情
に
差
が
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
に
見
ら
れ
る
異
文
に
は
、
本
来
の
形
を
保
つ
と
思

わ
れ
る
も
の
か
ら
、
定
型
表
現
に
引
か
れ
た
結
果
生
じ
た
も
の
、
単
純
な
誤
写

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
一
首
ご
と
の
細
か
い
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

一　

は
じ
め
に

本
稿
は
、『
曾
禰
好
忠
集
』（
以
下
『
好
忠
集
』
と
す
る
）
に
収
め
ら
れ

た
百
首
歌
の
一
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
好
忠
百
首
」
の
本
文
異
同
に
つ
い
て
述

べ
る
。
筆
者
は
以
前
、
同
じ
く
『
好
忠
集
』
に
収
め
ら
れ
た
「
順
百
首
」

に
お
け
る
異
同
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

「
好
忠
百
首
」に
つ
い
て
同
様
に
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
三
種
に
よ
っ
て
本
文

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
異
文
の
出
現
傾
向
に
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。

以
下
、
曾
禰
好
忠
や
「
好
忠
百
首
」、『
好
忠
集
』
の
伝
本
、
内
部
構
成

な
ど
の
事
項
を
概
観
し
た
の
ち
、
三
種
の
伝
本
に
含
ま
れ
る
異
同
の
数
を

確
認
す
る
。
最
後
に
実
際
の
用
例
を
検
討
す
る
。 （

1
）
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二　
「
好
忠
百
首
」
と
『
好
忠
集
』
の
伝
本

曾
禰
好
忠
は
後
撰
集
時
代
の
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
、『
拾
遺
集
』
以
下
の

勅
撰
集
に
九
十
三
首
入
集
す
る
。
出
自
な
ど
は
不
明
で
、
延
長
元
年

（
九
二
三
）
ご
ろ
生
ま
れ
、長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
ご
ろ
没
し
た
と
み
ら

れ
る
。
お
よ
そ
百
首
の
歌
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
「
好
忠
百
首
」
を
作
り
、

源
順
（
延
喜
十
一
年
〜
永
観
元
年
、
九
一
一
〜
九
八
三
）
に
贈
っ
た
と
さ

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
百
首
歌
と
い
う
形
式
の
創
始
者
と
さ
れ
る
。

「
好
忠
百
首
」
に
応
じ
て
順
が
詠
ん
だ
百
首
歌
が
「
順
百
首
」
で
あ
る
。
こ

の
二
つ
の
百
首
歌
は
い
ず
れ
も
『
好
忠
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

本
文
の
比
較
検
討
に
用
い
た
『
好
忠
集
』
の
伝
本
は
以
下
の
三
種
で
あ

る
。
本
稿
で
使
用
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
略
称
と
あ
わ
せ
て
示
す
。

一
、 

天
理
大
学
図
書
館
蔵
尚
書
禅
門
奥
書
本
『
曾
禰
好
忠
集
』

 
…
…
天
理
本　

二
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
伝
冷
泉
為
相
筆
本
『
好
忠
集
』

 

…
…
書
陵
部
本

三
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
藤
原
資
経
筆
本
『
曾
禰
好
忠
集
』

 

…
…
資
経
本　

書
写
年
代
は
そ
れ
ぞ
れ
、
天
理
本
は
鎌
倉
時
代
中
期
、
書
陵
部
本
は
鎌

倉
時
代
末
期
、
資
経
本
は
鎌
倉
時
代
後
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
流
布
本
の
代
表
的
本
文
と
さ
れ
る
天
理
本
と
、
そ
れ
に
対
す
る
異
本

系
の
代
表
的
本
文
と
さ
れ
る
書
陵
部
本
と
を
底
本
と
し
て
複
数
回
の
注
釈

が
施
さ
れ
た
。さ
ら
に
、近
年
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
お
け
る
調
査
に
よ

り
、新
た
な
完
本
と
し
て
資
経
本
が
紹
介
さ
れ
た
。こ
れ
を
加
え
改
め
て
本

文
研
究
や
注
釈
を
行
う
べ
き
意
義
が
生
じ
て
い
る
。

三　
『
好
忠
集
』
の
構
成

本
節
で
は
『
好
忠
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
ふ
れ
、「
好
忠
百
首
」「
順
百

首
」
と
い
う
二
つ
の
百
首
歌
が
『
好
忠
集
』
内
部
で
ど
の
よ
う
に
配
置
さ

れ
て
い
る
か
確
認
し
て
お
く
。

『
好
忠
集
』の
構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
現
存
の
主
な
諸
本
は

い
ず
れ
も
同
様
の
構
成
で
あ
る
た
め
、
同
一
祖
本
か
ら
出
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
歌
数
は
資
経
本
に
よ
っ
た
。

一
、
毎
月
集
（
三
百
六
十
首
歌
） 

…
…
三
六
八
首

二
、
好
忠
百
首
（
百
首
歌
） 

…
…
一
〇
三
首

三
、
つ
ら
ね
歌 

…
…　

一
四
首

四
、
順
百
首
（
百
首
歌
） 

…
…
一
〇
〇
首

五
、
後
人
に
よ
る
増
補
歌 

…
…　
　

三
首

こ
れ
ら
の
う
ち
、
も
っ
と
も
成
立
の
古
い
部
分
が
「
好
忠
百
首
」
と
さ

れ
る
。
こ
れ
に
影
響
を
受
け
た
、
い
わ
ゆ
る
「
恵
慶
百
首
」（『
恵
慶
集
』

所
収
）
の
序
に
あ
る
記
述
に
よ
っ
て
天
徳
末
年
（
九
六
一
）
ご
ろ
の
成
立

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
好
忠
は
「
好
忠
百
首
」
を
源
順
に
あ
て
て
贈
っ

た
と
み
ら
れ
、
順
は
こ
れ
に
応
じ
て
同
様
の
構
成
の
百
首
歌
を
詠
作
し
て

い
る
。
こ
れ
が
「
順
百
首
」
で
あ
る
。『
好
忠
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
こ
の
部
分
も
好
忠
の
作
と
み
る
向
き
も
あ
っ
た
が
、
順
の
作
と
み
る

の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
関
連
の
深
い
「
好
忠
百
首
」
と
「
順
百
首
」
と
の
間
に
、

や
や
時
代
の
下
る
「
つ
ら
ね
歌
」
が
挟
ま
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

形
に
編
纂
す
る
際
に
、
好
忠
作
に
よ
る
歌
群
を
家
集
の
前
部
に
ま
と
め
て

配
置
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
配
列
で
は
あ
る
が
、
百
首
歌
の
序
文
の
記
述
や
百
首
内
部
の

構
成
か
ら
み
て
、「
好
忠
百
首
」
か
ら
さ
ほ
ど
時
を
お
か
ず
に
「
順
百
首
」

が
成
立
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
後
、
両
者
は
ど
の
よ
う

に
流
布
し
、
現
存
『
好
忠
集
』
に
収
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
つ
の

百
首
歌
の
流
布
や
伝
来
の
状
況
な
ど
を
考
え
る
た
め
に
は
、
古
写
本
間
の

本
文
の
比
較
検
討
は
意
義
が
あ
ろ
う
。
ひ
る
が
え
っ
て
、
三
種
の
古
写
本

の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
も
知
見
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
二
つ
の

百
首
歌
は
含
ま
れ
る
歌
数
の
み
な
ら
ず
構
成
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
異
同

の
数
や
質
を
比
較
す
る
の
に
好
都
合
で
あ
る
。

な
お
、『
好
忠
集
』
の
歌
群
の
う
ち
で
は
「
毎
月
集
」
の
部
分
が
も
っ
と

も
歌
数
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
全
体
の
異
同
傾
向
を
見
る
に
は
こ
の
部
分

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
手
始
め
に
百
首
歌
の
部
分
に

よ
っ
て
考
察
す
る
。

四　
「
好
忠
百
首
」
の
構
成

本
節
で
は
、問
題
と
す
る
百
首
歌
の
内
部
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
。「
好

忠
百
首
」「
順
百
首
」
の
両
者
と
も
、「
百
首
歌
」
と
は
称
す
る
も
の
の
、本

来
的
に
は
次
の
よ
う
な
構
成
に
よ
る
一
〇
一
首
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

〈
一
〉
序
文

〈
二
〉
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
の
歌　

…
…
五
〇
首

〈
三
〉
安
積
山
・
難
波
津
の
沓
冠
歌　

…
…
三
一
首

〈
四
〉
十
干
・
方
位
の
物
名
歌　
　
　

…
…
二
〇
首

前
半
に
は
勅
撰
集
の
二
大
テ
ー
マ
と
い
え
る
四
季
・
恋
の
歌
を
、
後
半

に
は
技
巧
的
な
歌
を
配
置
す
る
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
ま
ず
、
全
体
に
関

わ
る
〈
一
〉
序
文
が
あ
り
、続
い
て
〈
二
〉「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」「
恋
」

の
各
題
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
首
ず
つ
が
置
か
れ
る
。
次
い
で
、〈
二
〉〈
三
〉
と

い
う
種
類
の
異
な
る
技
巧
に
よ
っ
た
歌
が
置
か
れ
る
。〈
二
〉沓
冠
歌
は
歌

の
父
母
と
い
わ
れ
る
「
安
積
山
」
歌
と
「
難
波
津
」
歌
と
の
各
三
十
一
字

を
歌
の
初
め
と
終
わ
り
に
据
え
る
。〈
三
〉
物
名
歌
は
、「
き
の
え
」
以
下

の
十
干
と
、「
ひ
と
日
め
ぐ
り
」「
ひ
と
夜
め
ぐ
り
」（
い
ず
れ
も
太
白
神
の

こ
と
）、「
ひ
ん
が
し
」
以
下
の
方
位
の
名
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

（
6
）
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一
〇
一
首
が
本
来
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
が
、
実
際
は
伝
本
に
よ
っ
て
歌

の
出
入
り
が
あ
る
な
ど
し
、
歌
数
に
増
減
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
「
好
忠

百
首
」
の
春
部
に
お
い
て
、
書
陵
部
本
で
は
一
〇
首
あ
る
も
の
の
、
天
理

本
で
は
一
一
首
、
資
経
本
で
は
一
二
首
あ
る
。
一
方
、「
順
百
首
」
で
は
本

稿
で
扱
う
三
本
す
べ
て
に
つ
い
て
秋
部
が
九
首
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
本
稿
に
お
け
る
以
下
の
考
察
で
は
出
入
り
の
あ
る
歌
を
除

く
こ
と
に
す
る
。「
好
忠
百
首
」の
春
部
で
は
三
本
す
べ
て
に
存
在
す
る
歌

は
九
首
で
あ
り
、そ
の
結
果
全
体
で
一
〇
〇
首
が
検
討
の
対
象
と
な
る
。歌

の
出
入
り
が
あ
る
こ
と
自
体
が
大
き
な
異
同
で
あ
る
が
、
問
題
が
複
雑
で

あ
る
た
め
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い
。
ま
た
、「
順
百
首
」

も
、
前
述
し
た
秋
部
の
歌
数
に
よ
り
、
全
体
で
一
〇
〇
首
と
な
る
。

歌
本
文
の
み
を
対
象
と
し
、さ
ら
に
本
行
本
文
の
異
同
の
み
を
扱
う
。書

陵
部
本
や
資
経
本
に
は
校
合
や
修
正
を
施
し
た
傍
書
が
豊
富
に
あ
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
扱
わ
な
い
。
同
様
に
、
序
文
や
題
詞
、
集
付
の
有
無
な

ど
の
異
同
に
つ
い
て
も
扱
わ
な
い
。

五　

異
同
数
の
比
較

前
稿
に
お
い
て
、「
順
百
首
」
の
範
囲
で
三
本
の
本
文
を
比
較
し
た
結
果

と
し
て
、
資
経
本
で
独
自
異
文
が
多
い
こ
と
を
報
告
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
範
囲
に
限
れ
ば
、
流
布
本
系
・
異
本
系
と
し
て
対
立
的
に
把
握
さ
れ

て
き
た
天
理
本
と
書
陵
部
本
の
本
文
が
比
較
的
近
い
こ
と
に
な
る
。
同
時

に
、
新
出
の
資
経
本
が
有
す
る
本
文
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本

稿
の
主
眼
で
あ
る
「
好
忠
百
首
」
の
範
囲
と
の
比
較
の
た
め
に
、
改
め
て

「
順
百
首
」
に
お
け
る
異
同
の
数
を
確
認
す
る
。

「
順
百
首
」に
含
ま
れ
る
一
〇
〇
首
の
本
行
本
文
に
つ
い
て
三
本
を
比
較

し
た
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
異
同
の
あ
る
歌
は
五
六
首
で
あ
っ

た
。
異
同
総
数
は
七
二
箇
所
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
独
自
異
文
の
数

は
、
天
理
本
で
一
七
箇
所
、
書
陵
部
本
で
七
箇
所
、
資
経
本
で
四
六
箇
所

で
あ
る
。
三
本
す
べ
て
で
異
な
る
も
の
は
二
箇
所
で
あ
っ
た
。
明
ら
か
な

誤
写
や
、「
す
ぐ
す
」「
す
ご
す
」
の
よ
う
な
軽
微
な
異
同
も
除
外
し
て
い

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
を
〈
天
〉〈
書
〉〈
資
〉
と
略
し
て
箇
条
書
き
で

示
す
。▽

順
百
首　
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独
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資
〉
で
一
致　
　

…
…
7

　
〈
資
〉
が
独
自
異
文
、〈
天
〉〈
書
〉
で
一
致　
　

…
…
46

　
〈
天
〉〈
書
〉〈
資
〉
の
三
本
す
べ
て
で
異
文　
　

…
…
2

一
方
、「
好
忠
百
首
」
で
は
、
異
同
を
含
む
歌
は
八
三
首
で
、
異
同
総
数

は
一
六
〇
箇
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
独
自
異
文
の
数
は
、
天
理

本
で
三
九
箇
所
、
書
陵
部
本
で
八
四
箇
所
、
資
経
本
で
二
六
箇
所
で
あ
る
。

三
本
す
べ
て
で
異
な
る
の
は
一
一
箇
所
で
あ
っ
た
。
同
様
に
示
す
。

（
7
）
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▽
好
忠
百
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

合
計
160
か
所

　
〈
天
〉
が
独
自
異
文
、〈
書
〉〈
資
〉
で
一
致　
　

…
…
39

　
〈
書
〉
が
独
自
異
文
、〈
天
〉〈
資
〉
で
一
致　
　

…
…
84

　
〈
資
〉
が
独
自
異
文
、〈
天
〉〈
書
〉
で
一
致　
　

…
…
26

　
〈
天
〉〈
書
〉〈
資
〉
の
三
本
す
べ
て
で
異
文　
　

…
…
11

右
の
よ
う
に
、
同
じ
構
成
・
歌
数
で
は
あ
っ
て
も
異
同
の
出
現
傾
向
が

ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。「
順
百
首
」
と
比
較
し
て
、「
好
忠
百
首
」
で

は
異
同
を
含
む
歌
は
約
一
・
五
倍
、
異
同
の
数
は
二
倍
以
上
で
あ
る
。「
好

忠
百
首
」
の
本
文
の
方
が
、格
段
に
不
安
定
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、独

自
異
文
も
「
順
百
首
」
で
は
資
経
本
が
多
く
、「
好
忠
百
首
」
で
は
書
陵
部

本
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
数
値
に
現
れ
た
傾
向
の
違
い
か
ら
、
次
の
よ
う

な
事
情
が
想
定
で
き
よ
う
か
。

『
好
忠
集
』が
現
存
の
構
成
に
ま
と
め
ら
れ
る
際
に
用
い
ら
れ
た
二
つ
の

百
首
歌
は
、
流
布
や
伝
来
の
事
情
を
異
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
全
体
で
贈
答
の
関
係
と
な
る
百
首
歌
で
は
あ
っ
て
も
、
当
初
か
ら

一
体
と
な
っ
て
流
布
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
「
作
品
」
と
し
て
意
識
さ
れ
流
布
し
た
た
め
、
異
な

る
転
写
過
程
を
経
た
本
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、「
好
忠
百

首
」「
順
百
首
」
の
成
立
事
情
か
ら
推
す
と
、
好
忠
と
順
の
間
で
相
手
に

贈
っ
た
完
成
本
と
、
手
元
に
残
し
た
控
え
な
い
し
は
草
稿
本
と
い
う
よ
う

に
、
成
立
当
初
か
ら
本
文
の
多
少
異
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
別
由
来
の
も
の
と
し
て
、
異
な
る
伝
来
の
過
程
を

経
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
ら
の
う
ち
あ
る
系
統
の
本
が
、
あ
る
時
点
で
現
存
『
好
忠
集
』
の

構
成
に
ま
と
め
ら
れ
る
際
に
使
用
さ
れ
た
。さ
ら
に
、現
存
の
構
成
が
成
っ

た
後
で
も
「
好
忠
百
首
」
や
「
順
百
首
」
の
部
分
の
み
他
本
で
校
訂
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

六　

異
同
の
質
的
検
討

本
節
で
は
「
好
忠
百
首
」
に
つ
い
て
三
本
の
本
文
を
比
較
し
、
異
同
の

実
例
を
挙
げ
る
。各
本
の
独
自
異
文
や
三
本
で
異
な
る
例
か
ら
、本
文
の
性

質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
ど
の
本
が
本
来
の
本
文
を
有
し
て
い

る
か
な
ど
と
い
っ
た
評
価
は
難
し
い
。
現
状
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
層
が
保
存

さ
れ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
程
度
で
あ
る
。

前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
独
自
異
文
の
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
書
陵

部
本
で
、
次
い
で
天
理
本
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、「
好
忠
百
首
」
の
部

分
に
限
れ
ば
、
天
理
本
と
資
経
本
の
本
文
が
比
較
的
近
い
こ
と
に
な
る
。

天
理
本
・
書
陵
部
本
・
資
経
本
の
本
文
を
そ
れ
ぞ
れ
「
天
」「
書
」「
資
」

と
い
う
略
号
を
も
っ
て
掲
げ
る
。
天
理
本
の
本
文
の
下
に
漢
数
字
で
『
新

編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
『
好
忠
集
』
の
歌
順
番
号
を
示
す
。
書
陵
部
本
・

資
経
本
に
見
ら
れ
る
傍
書
は
、
用
例
の
掲
出
に
あ
た
っ
て
は
省
略
し
た
。

（
8
）
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ま
ず
、「
順
百
首
」
に
お
い
て
異
文
の
多
か
っ
た
資
経
本
の
本
文
に
着
目

し
て
例
を
挙
げ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
「
好
忠
百
首
」
の
範
囲
で
は

資
経
本
に
独
自
異
文
が
少
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
明
ら
か
な
誤
写
や
評
価

が
困
難
な
箇
所
を
除
く
と
、
こ
れ
と
い
っ
た
例
に
乏
し
い
。
そ
の
中
で
も

次
の
例
は
資
経
本
の
本
文
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

天　

人
は
み
な
み
し
も
き
ゝ
し
も
よ
の
な
か
に
あ
る
は
あ
る
か
と
な
き
は

な
し
と
か 

（
四
六
五
・
み
な
み
）

書　

人
は
み
な
み
し
も
き
ゝ
し
も
よ
の
な
か
に
あ
る
は
な
り
と
か
な
き
は

な
し
と
か

資　

人
は
み
な
み
し
も
き
ゝ
し
も
よ
の
中
に
あ
る
は
有
と
か
な
き
は
な
し

と
か

資
経
本
の
第
四
句
は
、
結
句
と
の
対
応
か
ら
「
あ
る
は
あ
り
と
か
」
と
読

む
の
で
あ
ろ
う
。
書
陵
部
本
の
本
文
は
仮
名
の
「
あ
」
を
「
な
」
に
誤
写

し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
天
理
本
の
本
文
は
漢
字
表
記
の
「
有
」
を
媒
介

と
し
て
、
こ
れ
を
「
あ
る
」
と
読
ん
だ
結
果
、「
と
か
」
を
「
か
と
」
と
転

倒
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
は
、
天
理
本
に
見
ら
れ
る
異
文
の
例
を
挙
げ
る
。

天　

か
き
く
ら
す
こ
ゝ
ろ
の
や
み
に
ま
と
ひ
つ
ゝ
う
し
と
見
る
よ
に
ふ
る

そ
わ
ひ
し
き　

 

（
四
二
五
・
沓
冠
）

書　

か
き
く
ら
す
心
の
や
み
に
ま
と
ひ
つ
ゝ
う
し
と
み
る
よ
に
ふ
る
か
わ

ひ
し
さ

資　

か
き
く
ら
す
こ
ゝ
ろ
の
や
み
に
ま
よ
ひ
つ
ゝ
う
し
と
見
る
よ
に
ふ
る

か
わ
ひ
し
さ

い
ず
れ
の
本
文
で
も
文
法
的
に
は
問
題
な
い
が
、
こ
の
歌
は
三
一
首
あ

る
沓
冠
歌
の
第
六
首
で
あ
り
、
結
句
末
を
「
さ
」
で
止
め
る
と
い
う
制
約

が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
陵
部
本
・
資
経
本
の
「
…
わ
び
し
さ
」
が
本

来
的
な
本
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
天
理
本
で
は
結
句
末

が
「
…
わ
び
し
き
」
で
あ
り
、
こ
れ
と
合
わ
せ
た
よ
う
に
「
ふ
る
ぞ
…
」

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
係
り
結
び
の
定
型
と
し
て
は
整
っ
て
い
る
が
、

沓
冠
歌
と
し
て
は
誤
写
で
あ
ろ
う
。

右
と
同
じ
よ
う
に
、
呼
応
関
係
が
整
っ
て
い
る
異
同
の
例
と
し
て
は
次

の
歌
が
あ
る
。

天　

人
つ
ま
と
わ
か
の
と
ふ
た
つ
お
も
ふ
に
は
な
れ
こ
し
そ
て
は
あ
は
れ

ま
さ
れ
り　
　

 

　
（
四
五
八
・
か
の
と
）

書　

ひ
と
つ
ま
は
わ
か
の
と
ひ
た
つ
お
も
ふ
に
は
な
れ
に
し
袖
そ
あ
は
れ

な
り
け
る

資　

人
つ
ま
と
わ
か
の
と
ふ
た
つ
お
も
ふ
に
は
な
れ
に
し
そ
て
そ
あ
は
れ
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な
り
け
る

こ
の
例
で
は
、
ど
ち
ら
が
本
来
的
な
本
文
か
判
別
で
き
な
い
が
、「
は
」

「
ぞ
」
の
異
同
が
結
句
末
「
…
り
」「
…
け
る
」
と
い
う
異
同
と
整
合
性
を

保
っ
て
い
る
。

二
句
に
わ
た
る
異
同
の
例
と
し
て
は
、
次
の
歌
が
あ
る
。

天　

き
み
こ
ふ
と
し
の
ひ
〳
〵
に
身
を
や
き
て
か
せ
の
あ
な
つ
る
は
ひ
と

な
し
て
ん　
　

 

　
　
　
　
（
四
一
七
・
恋
十
）

書　

き
み
こ
ふ
と
し
の
ひ
に
身
を
や
こ
か
ら
し
の
か
せ
の
あ
な
つ
る
は
ゐ

と
な
し
て
む

資　

き
み
こ
ふ
と
し
の
ひ
に
身
を
や
こ
か
ら
し
の
か
せ
の
あ
な
つ
る
は
い

と
な
し
て
ん

天
理
本
の
第
二
句
「
し
の
び
し
の
び
に
」
は
、
次
の
よ
う
に
『
古
今
集
』

や
『
伊
勢
集
』
に
例
が
見
え
、
そ
れ
ら
か
ら
の
影
響
が
あ
ろ
う
か
。

み
ち
の
く
の
あ
だ
ち
の
ま
ゆ
み
わ
が
ひ
か
ば
す
ゑ
さ
へ
よ
り
こ
し
の

び
し
の
び
に　

 

（
古
今
集
・
神
あ
そ
び
の
う
た
・
一
〇
七
八
）

う
つ
せ
み
の
は
に
お
く
つ
ゆ
の
こ
が
く
れ
て
し
の
び
し
の
び
に
ぬ
る

る
そ
で
か
な　
　

 

　
　
　
（
伊
勢
集
・
四
四
二
）

一
方
、
書
陵
部
本
・
資
経
本
の
「
身
を
」「
こ
が
ら
し
」
に
つ
い
て
は
、『
古

今
六
帖
』
に
次
の
例
が
あ
る
。『
古
今
六
帖
』
は
「
好
忠
百
首
」
と
成
立
時

期
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
時
代
性
な
ど
何
ら
か
の
関
連
を
想
定
で

き
よ
う
か
。

人
し
れ
ぬ
お
も
ひ
す
る
が
の
国
に
こ
そ
身
を
木
が
ら
し
の
も
り
は
あ

り
け
れ　
　

 

　
　
（
古
今
六
帖
・
第
二
・
一
〇
四
七
）

次
は
三
本
で
異
な
る
本
文
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
理
本
の
本
文
が
本

来
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

天　

の
か
ひ
せ
し
こ
ま
の
は
る
よ
り
あ
さ
り
し
に
つ
き
す
も
あ
る
か
な
よ

と
の
ま
こ
も
の　
　
　
　

 

　
　
（
四
四
八
・
沓
冠
）

書　

の
か
ひ
せ
し
こ
ま
の
は
ゝ
よ
り
あ
さ
り
し
に
つ
き
す
も
あ
る
か
な
よ

と
の
わ
か
こ
も
の

資　

の
か
ひ
せ
し
こ
ま
の
は
る
よ
り
あ
さ
り
し
に
つ
き
す
も
あ
る
か
な
よ

と
の
わ
か
こ
も

右
の
歌
は
沓
冠
歌
の
第
二
九
首
で
、
結
句
末
を
「
の
」
で
止
め
る
と
い
う

制
約
が
あ
る
。
こ
の
制
約
と
音
数
律
と
の
両
方
の
条
件
に
合
う
の
は
天
理
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本
の
形
で
あ
る
。
資
経
本
の
形
は
次
に
示
す
『
古
今
集
』
七
五
九
番
歌
に

同
一
の
句
が
見
え
、
そ
れ
に
引
か
れ
た
た
め
の
誤
り
か
。
沓
冠
歌
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。

山
し
ろ
の
よ
ど
の
わ
か
ご
も
か
り
に
だ
に
こ
ぬ
人
た
の
む
我
ぞ
は
か

な
き 

（
古
今
集
・
恋
五
・
七
五
九
）

ま
た
、
書
陵
部
本
の
形
は
文
字
制
約
の
条
件
を
満
た
す
た
め
、
資
経
本
の

形
に
「
の
」
を
付
加
し
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
た
め
に
八
音

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
書
陵
部
本
に
異
文
の
あ
る
歌
の
例
を
挙
げ
る
。

天　

せ
み
の
は
の
う
す
ら
こ
ろ
も
に
な
り
ゆ
く
に
な
と
う
ち
と
け
ぬ
や
ま

ほ
と
ゝ
き
す　
　

 

　
　
　
（
三
八
三
・
夏
十
）

書　

せ
み
の
葉
の
う
す
ら
こ
ろ
も
に
な
り
に
し
を
な
と
う
ち
と
け
ぬ
ほ

と
ゝ
き
す
そ
も

資　

せ
み
の
は
の
う
す
ら
こ
ろ
も
に
な
り
ゆ
く
に
な
と
う
ち
と
け
ぬ
山
ほ

と
ゝ
き
す

天
理
本
・
資
経
本
の
結
句
「
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
い
う
句
は
、
次
の
よ

う
に
『
古
今
集
』
夏
部
冒
頭
の
一
三
五
番
歌
を
は
じ
め
、
た
い
へ
ん
用
例

の
多
い
句
で
あ
る
。
後
に
挙
げ
た
『
古
今
集
』
一
五
七
番
の
忠
岑
詠
は
右

の
好
忠
詠
と
同
じ
く
結
句
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
や
ど
の
池
の
藤
波
さ
き
に
け
り
山
郭
公
い
つ
か
き
な
か
む

 

（
古
今
集
・
夏
・
一
三
五
・
読
人
不
知
・
題
不
知
）

く
る
る
か
と
見
れ
ば
あ
け
ぬ
る
な
つ
の
よ
を
あ
か
ず
と
や
な
く
山
郭

公 

（
同
・
一
五
七
・
忠
岑
）

こ
れ
に
対
し
て
書
陵
部
本
の
結
句
に
あ
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
ぞ
も
」
は
同
時

代
ま
で
に
例
を
見
ず
、
後
世
に
も
『
為
忠
家
後
度
百
首
』
二
一
二
番
歌
の

一
首
が
見
出
せ
る
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
…
ぞ
も
」
で
止
め
る
歌
は
万

葉
集
に
数
多
く
あ
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
に
『
古
今
集
』
に
も
例
が
あ
る
。

色
よ
り
も
か
こ
そ
あ
は
れ
と
お
も
ほ
ゆ
れ
た
が
袖
ふ
れ
し
や
ど
の
梅

ぞ
も 

（
古
今
集
・
春
上
・
三
三
）

好
忠
自
身
「
し
る
ら
め
や
ぞ
も
」
と
い
う
句
を
、『
好
忠
集
』
一
六
番
・

四
一
四
番
の
二
首
に
用
い
て
い
る
（
異
同
な
し
）。
よ
っ
て
、一
般
的
と
は

い
え
な
い
形
で
あ
っ
て
も
「
ほ
と
と
ぎ
す
ぞ
も
」
が
本
来
の
形
で
あ
っ
た

可
能
性
は
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
三
八
三
番
歌
の
直
前
、
三
八
二
番
歌
の
第
四
句
に
「
や
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ま
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
あ
る
。
天
理
本
・
資
経
本
の
本
文
は
こ
れ
に
引
か
れ

た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

天　

な
つ
こ
ろ
も
き
と
き
に
な
れ
と
わ
か
や
と
に
や
ま
ほ
と
ゝ
き
す
ま
た

そ
こ
ゑ
せ
ぬ　
　

 

　
（
三
八
二
・
夏
十
）

先
の
三
八
三
番
歌
は
結
句
を
「
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
体
言
で
止
め
る

か
、「
…
ぞ
も
」
と
詠
嘆
す
る
か
と
い
う
、
感
動
表
現
の
形
式
が
異
な
る
例

と
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
次
は
歌
一
首
の
趣
を
変
え
て

し
ま
う
異
同
の
例
で
あ
る
。

天　

く
も
り
な
き
お
ほ
う
み
の
は
ら
を
と
ふ
と
り
の
か
け
さ
へ
し
る
く
て

れ
る
月
か
け　
　

 

　
　
　
（
三
八
七
・
夏
十
）

書　

く
も
り
な
き
あ
を
み
の
は
ら
を
と
ふ
と
り
の
か
け
さ
へ
し
る
く
て
れ

る
夏
か
な

資　

く
も
り
な
き
お
ほ
う
み
の
は
ら
を
と
ふ
と
り
の
か
け
さ
へ
し
る
く
て

れ
る
月
か
け

「
お
ほ
う
み
の
」
と
「
あ
を
み
の
」
の
違
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、結
句
を

含
め
て
見
る
と
、
詠
ま
れ
た
景
に
昼
か
夜
か
の
違
い
が
あ
る
。
書
陵
部
本

の
結
句
「
て
れ
る
夏
か
な
」
は
、『
好
忠
集
』
の
「
毎
月
集
」
に
あ
る
歌
に

見
え
る
。
天
理
本
の
本
文
で
示
す
。

　
　

あ
か
ね
さ
し
い
は
と
の
や
ま
も
見
え
ぬ
へ
く
め
を
き
は
め
て
も
て
れ

る
な
つ
か
な　
　
　

 

　
　
（
好
忠
集
・
一
四
八
）

こ
の
結
句
に
異
同
は
な
い
。
同
様
に
、
明
る
く
照
る
夏
の
陽
光
を
詠
ん
で

い
る
。
百
首
歌
で
用
い
た
表
現
を
、
後
に
毎
月
集
で
も
用
い
た
と
い
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
「
て
れ
る
月
か
げ
」
と
同
一
の
句
は
後
世
の
例
が
わ
ず

か
に
あ
る
の
み
で
、
同
時
代
以
前
に
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
別
の
表
現

な
ら
ば
夏
の
月
影
を
詠
ん
だ
歌
は
あ
る
。

夏
の
夜
の
霜
や
お
け
る
と
み
る
ま
で
に
荒
れ
た
る
宿
を
照
す
月
か
げ

 

（
寛
平
御
時
后
宮
歌
合
・
五
〇
）

あ
た
ら
し
く
て
る
月
か
げ
に
ほ
と
と
ぎ
す
ふ
る
ご
ゑ
し
る
く
な
き
わ

た
る
な
り　
　

 

　
（
躬
恒
集
・
一
一
〇
）

右
の
よ
う
な
先
例
を
踏
ま
え
た
歌
と
し
て
三
八
七
番
歌
を
見
る
と
、
天
理

本
・
資
経
本
の
本
文
「
て
れ
る
月
か
げ
」
も
有
力
な
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。

次
は
、「
け
ふ
」「
け
さ
」
と
い
う
異
同
の
例
で
あ
る
。
春
部
冒
頭
と
夏
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部
冒
頭
の
二
箇
所
に
見
え
る
。

天　

き
の
ふ
ま
て
冬
こ
も
れ
り
し
く
ら
ふ
や
ま
け
ふ
は
は
る
へ
と
み
ね
も

さ
や
け
み　
　

 

（
三
六
九
・
春
十
）

書　

き
の
ふ
ま
て
ふ
ゆ
こ
も
れ
り
し
く
ら
ふ
山
け
さ
は
は
る
へ
と
み
ね
も

さ
や
け
み

資　

き
の
ふ
ま
て
冬
こ
も
れ
り
し
く
ら
ふ
山
け
ふ
は
は
る
へ
と
み
ね
も
さ

や
け
み

天　

は
る
か
す
み
た
ち
し
は
き
の
ふ
い
つ
の
ま
に
け
ふ
は
や
ま
へ
の
す
く

ろ
か
る
ら
ん　
　

 
　
　
　
　
（
三
八
〇
・
夏
十
）

書　

は
る
か
す
み
た
ち
し
は
き
の
ふ
い
つ
の
ま
に
け
さ
は
山
へ
の
す
く
ろ

か
る
ら
ん

資　

は
る
か
す
み
た
ち
し
は
き
の
ふ
い
つ
の
ま
に
け
ふ
は
や
ま
へ
の
す
く

ろ
□虫
損

る
ら
む

天
理
本
・
資
経
本
で
は
「
け
ふ
」
と
い
う
本
文
に
な
っ
て
い
る
が
、
書
陵

部
本
で
は
「
け
さ
」
で
あ
る
。
単
純
な
誤
写
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
こ

こ
は
用
例
が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
陵
部
本
の
独
自
性
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
天
理
本
・
資
経
本
の
本
文
が
「
き
の
ふ
」「
け
ふ
」
の
対

比
と
読
め
る
の
に
対
し
て
、
書
陵
部
本
の
本
文
で
は
春
部
・
夏
部
の
冒
頭

に
置
か
れ
た
歌
と
し
て
「（
昨
日
と
変
わ
っ
て
）
こ
の
朝
は
」
と
い
う
時
間

意
識
を
明
示
し
て
い
る
。
書
陵
部
本
の
本
文
の
特
徴
と
し
て
意
識
し
て
お

く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
多
く
の
書
陵
部
本
の
独
自
異
文
の
う
ち
、
単
純
な
誤
写
と

思
わ
れ
る
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
い
わ
ば
書
陵
部
本
の
「
傷
」

と
お
ぼ
し
き
点
と
し
て
は
、
重
要
な
箇
所
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
物
名

歌
の
中
ご
ろ
「
ひ
と
日
め
ぐ
り
」「
ひ
と
夜
め
ぐ
り
」
の
歌
が
他
本
と
逆
順

に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
百
首
の
末
尾
、「
う
し
と
ら
」
を
題

と
す
る
物
名
歌
が
、
片
仮
名
書
き
で
行
間
に
補
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

後
者
は
あ
る
べ
き
歌
を
書
き
入
れ
た
も
の
な
の
で
、
書
き
落
と
し
た
歌

を
後
に
修
正
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
前
者
に
つ
い
て
は

ど
ち
ら
が
本
来
的
か
。
歌
の
内
容
を
も
と
に
考
え
て
み
る
。「
ひ
と
日
め
ぐ

り
」「
ひ
と
夜
め
ぐ
り
」
は
、い
ず
れ
も
陰
陽
道
の
神
「
太
白
神
」
の
別
名

と
い
う
。
こ
の
二
首
を
天
理
本
の
本
文
で
掲
出
す
る
。

　
　

一
日
め
く
り

さ
た
め
な
く
ひ
と
日
め
く
り
に
め
く
る
て
ふ
か
み
の
や
し
ろ
や
い
つ

こ
な
る
ら
ん 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
六
一
）

　
　

ひ
と
よ
め
く
り

み
し
人
よ
め
く
り
た
に
こ
は
あ
り
へ
て
も
の
な
か
の
し
み
つ
む
す
ふ

と
や
み
ん 

　
　
（
四
六
二
）
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こ
の
「
ひ
と
日
め
ぐ
り
」
の
歌
は
厳
密
な
意
味
で
は
物
名
を
詠
み
込
ん
だ

と
は
い
い
が
た
く
、「
定
め
な
く
一
日
め
ぐ
り
に
め
ぐ
る
て
ふ
神
」
と
、
遊

行
す
る
太
白
神
そ
の
も
の
を
詠
ん
で
い
る
。「
ひ
と
夜
め
ぐ
り
」の
歌
の
次

か
ら
は
、
太
白
神
の
遊
行
順
に
「
ひ
ん
が
し
」
か
ら
「
う
し
と
ら
」
ま
で

の
八
方
を
詠
み
込
ん
だ
物
名
歌
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
ひ
と
日
め
ぐ
り
」

の
歌
は
、
内
容
か
ら
こ
の
部
分
の
見
出
し
と
で
も
い
う
べ
き
働
き
を
負
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
ひ
と
日
め
ぐ
り
」
の
歌
は
、
方
位
を

詠
ん
だ
一
連
の
物
名
歌
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
ひ

と
夜
め
ぐ
り
」
の
後
、
す
な
わ
ち
逆
順
と
な
っ
て
い
る
書
陵
部
本
の
形
は

本
来
的
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。「
順
百
首
」「
恵
慶
百
首
」
に
お
い
て
も
、

「
ひ
と
日
め
ぐ
り
」「
ひ
と
夜
め
ぐ
り
」
の
順
で
あ
る
。

書
陵
部
本
に
は
、
こ
の
よ
う
に
明
確
な
傷
と
い
え
る
箇
所
が
あ
る
も
の

の
、
一
方
で
天
理
本
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
そ

の
一
つ
に
沓
冠
歌
を
導
く
序
の
部
分
が
挙
げ
ら
れ
る
。
西
耕
生
氏
は
、
沓

冠
歌
の
序
文
に
つ
い
て
、
天
理
本
と
書
陵
部
本
の
本
文
で
は
書
陵
部
本
の

ほ
う
が「
あ
る
べ
き
本
来
の
姿
を
と
ど
め
伝
え
て
い
る
」と
す
る
。
従
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
序
文
は
漢
字
仮
名
の
表
記
の
違
い
を
除
け
ば
、
書
陵
部

本
と
資
経
本
と
で
ま
っ
た
く
同
文
で
あ
る
。
歌
の
部
分
で
の
比
較
で
は
天

理
本
と
資
経
本
と
が
比
較
的
近
い
本
文
を
有
し
て
い
た
が
、
沓
冠
歌
を
導

く
序
文
で
は
天
理
本
だ
け
が
異
な
る
本
文
で
あ
る
。
三
本
の
本
文
の
生
成

過
程
に
お
け
る
事
情
の
複
雑
さ
を
示
す
事
例
と
し
て
指
摘
し
て
お
く
。

七　

お
わ
り
に

以
上
、『
好
忠
集
』
所
収
「
好
忠
百
首
」
に
つ
い
て
、
天
理
本
・
書
陵
部

本
・
資
経
本
と
い
う
鎌
倉
時
代
の
古
写
本
三
種
に
よ
る
本
文
異
同
を
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
関
連
の
深
い
「
順
百
首
」
と
は
異
同
の
含
ま
れ
る
傾

向
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
百
首
歌
が
『
好
忠

集
』
内
部
に
配
置
さ
れ
る
以
前
の
流
布
や
伝
来
の
事
情
の
違
い
を
反
映
し

て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
が
一
体
と
な
っ
て
流
布
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
、『
好
忠
集
』
が
現
在
の
構
成
に
ま
と
め
ら
れ
て
以
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
か
。
ま
た
、「
好
忠
百
首
」「
順
百
首
」
の
独
立
性
を
考
慮
す
る
と
、
現

存
『
好
忠
集
』
の
構
成
が
成
っ
た
後
も
、
部
分
的
に
由
来
の
異
な
る
伝
本

と
校
訂
し
た
可
能
性
も
想
定
で
き
よ
う
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
の
持
つ
異
文
に
は
そ
れ
ぞ
れ
見
る
べ
き
と
こ

ろ
が
あ
り
、本
来
の
形
を
保
つ
と
み
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、定

型
表
現
に
引
か
れ
て
異
文
を
生
じ
た
箇
所
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
単
純
な

誤
写
と
み
ら
れ
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
層
が
混
在

し
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
る
。
一
首
ご
と
の
細
か
い
検
討
が
求
め

ら
れ
よ
う
。

（
9
）
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前
稿
で
考
察
し
た
「
順
百
首
」
と
、
本
稿
で
扱
っ
た
「
好
忠
百
首
」
の

歌
数
の
合
計
は
二
〇
三
首
で
あ
り
、『
好
忠
集
』
全
体
の
歌
数
五
八
八
首

（
資
経
本
）
の
三
分
の
一
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
古
写
本
三
種
に
お
け
る
『
好

忠
集
』
全
体
の
異
同
傾
向
を
理
解
す
る
に
は
、も
っ
と
も
歌
数
の
多
い
「
毎

月
集
」
三
六
八
首
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

別
稿
を
期
し
た
い
。

附
記

　

本
稿
は
、「
伝
統
文
化
形
成
に
関
す
る
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
と
平
安
朝

文
学
の
伝
承
と
受
容
に
関
す
る
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
18
期

研
究
会
第
17
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番

号
２
５
３
３
０
４
０
３
、
い
ず
れ
も
平
成
25
〜
27
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一

部
で
あ
る
。

注
（
1
）
南
里
一
郎
「『
曾
禰
好
忠
集
』
所
収
〈
順
百
首
〉
の
本
文
に
つ
い
て
」（
筑

紫
平
安
文
学
会
『
順
百
首
全
釈
』
歌
合
・
定
数
歌
全
釈
叢
書
十
八
、
風
間

書
房
、
二
〇
一
三
年
五
月
）。

（
2
）
福
田
智
子
「
源
順
の
人
生
と
百
首
歌
」（
筑
紫
平
安
文
学
会
『
順
百
首
全

釈
』
歌
合
・
定
数
歌
全
釈
叢
書
十
八
、
風
間
書
房
、
二
〇
一
三
年
五
月
）。

（
3
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
四
巻
『
平
安
諸
家
集
』（
八
木
書
店
、

昭
和
四
十
七
年
五
月
）、
神
作
光
一
『
曽
禰
好
忠
集
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、

昭
和
四
十
九
年
八
月
）、冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
五
巻
『
資
経
本
私
家

集 

一
』（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
二
月
）。

（
4
）
天
理
本
を
底
本
と
す
る
注
釈
は
、
神
作
光
一
・
島
田
良
二
『
曽
禰
好
忠

集
全
釈
』（
笠
間
書
院
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
）、
松
本
真
奈
美
校
注
「
曾

禰
好
忠
集
」（
和
歌
文
学
大
系
54
『
中
古
歌
仙
集
（
一
）』
明
治
書
院
、
平

成
十
六
年
十
月
）
が
あ
る
。
ま
た
、書
陵
部
本
を
底
本
と
す
る
注
釈
は
、松

田
武
夫
校
注
「
好
忠
集
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
80
『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』

岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
）、
川
村
晃
生
・
金
子
英
世
編
『『
曾
禰

好
忠
集
』
注
解
』（
三
弥
井
書
店
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
）
が
あ
る
。

（
5
）
資
経
本
の
ほ
か
、
完
本
と
し
て
「
承
空
本
」
も
紹
介
さ
れ
た
。
両
者
の

本
文
は
ご
く
近
い
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第

七
十
一
巻
『
承
空
本
私
家
集 

下
』（
朝
日
新
聞
社
、二
〇
〇
七
年
六
月
）
参

照
。
ま
た
、
筑
紫
平
安
文
学
会
『
順
百
首
全
釈
』（
歌
合
・
定
数
歌
全
釈
叢

書
十
八
、
風
間
書
房
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
は
、
資
経
本
を
底
本
と
し
、
承

空
本
を
対
校
本
の
一
つ
に
採
用
し
た
「
順
百
首
」
の
注
釈
で
あ
る
。

（
6
）
注
2
参
照
。

（
7
）
注
1
参
照
。

（
8
）『
好
忠
集
』
本
文
の
引
用
は
以
下
の
影
印
に
よ
る
。
天
理
本
は
天
理
図
書

館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
四
巻『
平
安
諸
家
集
』（
八
木
書
店
、昭
和
四
十
七

年
五
月
）、
書
陵
部
本
は
国
文
学
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
資
経

本
は
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
七
巻
『
資
経
本
私
家
集 

三
』（
朝
日
新

聞
社
、
平
成
十
五
年
十
二
月
）
で
あ
る
。
漢
字
・
仮
名
・
踊
り
字
も
変
更

せ
ず
、
濁
点
も
振
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
他
の
歌
集
に
つ
い
て
は
す
べ
て

『
新
編
国
歌
大
観
』
の
本
文
に
よ
っ
た
。

（
9
）
西
耕
生
「『
あ
さ
か
山
難
波
津
』
の
沓
冠
歌
を
み
ち
び
く
序
―
曾
禰
好
忠

集
本
文
復
元
私
按
―
」（『
文
学
史
研
究
』
50
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）。
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参
考
文
献

川
村
晃
生
・
金
子
英
世
編
『『
曾
禰
好
忠
集
』
注
解
』（
三
弥
井
書
店
、
平
成

二
十
三
年
〈
二
〇
一
一
年
〉
十
一
月
）

神
作
光
一
『
曽
禰
好
忠
集
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、昭
和
四
十
九
年
〈
一
九
七
四

年
〉
八
月
）

神
作
光
一
・
島
田
良
二
『
曽
禰
好
忠
集
全
釈
』（
笠
間
書
院
、
昭
和
五
十
年

〈
一
九
七
五
年
〉
十
一
月
）

島
田
良
二
編
『
曽
禰
好
忠
集 
宮
内
庁
書
陵
部
蔵 

伝
冷
泉
為
相
筆
』（
笠
間
書
院
、

昭
和
四
十
七
年
〈
一
九
七
二
年
〉
四
月
）

筑
紫
平
安
文
学
会
『
順
百
首
全
釈
』（
歌
合
・
定
数
歌
全
釈
叢
書
十
八
、
風
間
書

房
、
二
〇
一
三
年
五
月
）

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
四
巻
『
平
安
諸
家
集
』
八
木
書
店
、
昭
和

四
十
七
年
〈
一
九
七
二
年
〉
五
月

西
耕
生
「『
あ
さ
か
山
難
波
津
』
の
沓
冠
歌
を
み
ち
び
く
序

―
曾
禰
好
忠
集
本

文
復
元
私
按

―
」（『
文
学
史
研
究
』
50
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）

松
田
武
夫
校
注
「
好
忠
集
」（
日
本
古
典
文
学
大
系
80
『
平
安
鎌
倉
私
家
集
』
岩

波
書
店
、
昭
和
三
十
九
年
〈
一
九
六
四
年
〉
九
月
）

松
本
真
奈
美
校
注
「
曾
禰
好
忠
集
」（
和
歌
文
学
大
系
54
『
中
古
歌
仙
集
（
一
）』

明
治
書
院
、
平
成
十
六
年
〈
二
〇
〇
四
年
〉
十
月
）

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
十
五
巻
『
平
安
私
家
集 

二
』（
朝
日
新
聞
社
、一
九
九
四

年
六
月
）

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
五
巻
『
資
経
本
私
家
集 

一
』（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
九
八
年
二
月
）

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
十
七
巻
『
資
経
本
私
家
集 

三
』
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
三
年
十
二
月

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
七
十
一
巻
『
承
空
本
私
家
集 

下
』
朝
日
新
聞
社
、

二
〇
〇
七
年
六
月




